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北海道防災会議 地震専門委員会

オホーツク海沿岸の津波浸水想定について
（説明資料）

津波浸水想定設定ワーキンググループ

令和５年２月



◆第１回 令和４年１０月１９日
■第２回 令和５年 ２月 １日 合計２回の会議を開催。

ワーキンググループ

＜委 員＞

北海道大学大学院理学研究院教授 谷岡 勇市郎（座長）

北海道大学大学院理学研究院教授 高橋 浩晃

北海道大学大学院工学研究院教授 渡部 靖憲

北海道大学大学院理学研究院准教授 大園 真子

札幌管区気象台気象防災部地震情報官 阿南 恒明
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◆ 東日本大震災を踏まえ、平成２３年１２月に制定された「津波防災地域
づくりに関する法律」に基づき、最大クラスの津波による浸水想定の設定
について検討するため、令和２年４月、北海道防災会議地震火山対策部
会地震専門委員会に津波浸水想定設定ワーキンググループを設置。

◆ オホーツク海沿岸の津波浸水想定設定のため、令和４年１０月より、同
ワーキンググループによる検討を開始。



◆ 津波防災地域づくりに関する法律
第８条第1項

都道府県知事は、基本指針に基づき、かつ、基礎調査の結果を
踏まえ、津波浸水想定を設定するものとする。

◆ 基本指針 抜粋

法第８条第１項に規定する津波浸水想定は、最大クラスの津波
を想定して、その津波があった場合に想定される浸水の区域及
び水深を設定するものとする。

◆ 津波浸水想定は、地域の津波防災対策の基礎となるもの。

◆ 計算手法として、「津波浸水想定の設定の手引きVer2.10」
（2019年4月国土交通省）が示されている。

津波浸水想定の位置づけ
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各海域別の取組

○ 検討結果

海域 取組状況

日本海
H22.3 津波浸水予測図公表
H29.2 津波浸水想定設定・公表

太平洋

H18・19.3 津波浸水予測図公表
H24.6 津波浸水予測図（見直し）公表
R3.7 津波浸水想定設定・公表

オホーツク海
H23.3 津波浸水予測図設定・公表
R5.2 津波浸水想定設定・公表（今回）
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今回の津波浸水想定の設定範囲
オホーツク海沿岸市町村（稚内市～斜里町）

13市町村
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設定範囲
宗谷岬～知床岬

●延長 約415㎞



◆ オホーツク海沿岸では地震活動が少なく、平成２３年３月の
津波浸水予測図の公表以降もオホーツク海を震源とする大き
な地震発生がないことから、津波浸水予測図の際に使用した
断層モデルを基本として、過去の津波災害の実績や文献、津
波堆積物調査結果、今後予測される想定津波等を踏まえ検討

◆ 日本海沖や太平洋沖を震源とする地震による津波の影響も
考慮

津波断層モデルの考え方
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津波断層モデルの選定
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【オホーツク海モデル】

紋別沖モデル（紋別構造線）

網走沖モデル（北見大和堆）

【太平洋モデル】

千島海溝モデル

【日本海モデル】

F0203連動 F01
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宗谷
岬 東浦漁港

北側崖

ピリカノ
カ神威岬
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最大クラスの津波の設定

・過去に北海道オホーツク海沿岸に来襲し
た各種既往津波と、今後来襲する可能性
のある各種想定津波の津波高を用いて、
地域海岸毎に津波の高さが大きい津波を
「最大クラスの津波」として設定

●地域海岸図 ●津波高グラフ
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地域海岸01

・北海道オホーツク海沿岸を湾の形状や
山付けなどの「自然条件」と、最大クラスの
津波の対象群の「津波水位」の傾向から
判断し８の地域海岸に区分



ワーキングループでの検討内容

・ 東日本大震災では、稚内など８時間以降で最大波となっていた実績が
あったため、計算時間について検討をおこなった。

・ オホーツク海沿岸の代表地点（宗谷港、目梨泊岬、沙留、能取岬、ウト
ロ漁港）において、計算時間を１２時間として傾向を確認。

・ 津波高について、最大波を十分包括できることを確認し、計算時間は、
６時間とした。

◆シミュレーションの計算時間について
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◆サロマ湖・能取湖を含む市町村の影響開始時間などについて

◆オホーツク海を震源とする津波による太平洋側・日本海側への影響

・ 宗谷岬以西の日本海沿岸については、日本海を震源とする津波の影響が
大きいため、変更は生じなかった。

・ 太平洋側では、羅臼町北部沿岸において、オホーツク海を震源とする津
波高が、太平洋沿岸の津波浸水想定で公表している最大津波高を上回る箇
所が確認されたため、別途検討をおこなった。

・ サロマ湖や能取湖を含む市町村の影響開始時間、最大波到達時間につい
て、最短と最長に大きな時間差が生じていることから 、当該市町が避難
計画を策定する際、誤解を生じる恐れがあることから、海岸線と湖内を分
けて表示することとした。



【主な計算条件】
津波浸水想定の設定の手引きver2.10（国交省，2019.4）に準拠

津波浸水想定シミュレーション計算条件
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項目 計算条件

基礎方程式と解法 非線形長波方程式を基礎式とし、leap-Flog差分法により解法

計算格子間隔 2430ｍ、810m、270m、90m、30m格子、10m格子

計算時間 地震発生後６時間

計算時間間隔 安定条件を満たすように設定

潮位条件
朔望平均満潮位：H.W.L.
・T.P.+0.6m：宗谷岬～猿払村・浜頓別町界
・T.P.+0.7m：猿払村・浜頓別町界～宗谷・網走支庁界～知床岬、サロマ湖

構造物条件
・コンクリート構造物は「破壊」
・盛土構造物は「75%沈下」、津波越流時に破壊
※津波浸水想定の設定の手引きver2.10（国交省2019）に準拠

地盤変動の考え方
海域：隆起・沈降を考慮
陸域：隆起は考慮せず沈降のみ考慮
※津波浸水想定の設定の手引きver2.10（国交省2019）に準拠

粗度係数
土地利用に基づく設定：0.020～0.080m-1/3s
※津波浸水想定の設定の手引きver2.10（国交省2019）に準拠

津波断層モデル ■地域海岸ごとに選定した最大クラス津波対象群



海岸線

浸水域（浸水想定面積）

津波水位（津波高）
標高（ｍ）

浸水深

東京湾平均海面（Ｔ．Ｐ．）

地震前の堤防

地震後の堤防
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用語の説明 １

浸水域（浸水想定面積）
海岸線から陸域に津波が遡上することが想定される区域（面積）

浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面から水面までの高さ。
津波水位（津波高）：津波来襲時の海岸線での海面の高さ（標高で表示）。
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用語の説明 ２

影響開始時間：
地震発生直後の海面（初期水位）に、±20cmの変動が生じるまでの時間。
（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れのある水位変化）

第一波到達時間：海岸線において第一波の津波水位が最大となるまでの時間。
最大津波到達時間：海岸線において最大の津波が到達するまでの時間。

地震発生

初期水位－２０cm

影響開始時間

初期水位＋２０cm

第一波到達時間

最大津波到達時間



津波浸水想定区域の設定

海岸線の津波水位(モデル別)

浸水深分布(モデル別)

① 選定した断層モデル毎にシミュレーションを実施

② 断層モデル毎の計算結果を重ね合わせ、
最大の浸水深・浸水域となる浸水想定区域を設定

全モデルの最大包絡（最大浸水深分布）

Ｆ01 Ｆ0２０３連動 紋別沖(+20°)
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サンプル
振興局毎に
浸水域を表示

津波浸水想定区域図（振興局別図）の例
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津波浸水想定区域図（振興局別図）の例

14

・サロマ湖・能取湖に関する表記



サンプル
市町村毎に位置図、
留意事項等を記載

・図郭位置
・浸水範囲を表示

・津波浸水想定の不確実性を含む留意事項
・津波断層モデルの概略位置図
・用語の解説
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津波浸水想定区域図（市町村別図 表紙）の例
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津波浸水想定区域図（市町村別図）の例

・最大浸水深分布の表示
・代表地点の津波諸元の表示
・図郭案内図
・津波断層モデル位置図



市町村毎の最大津波高
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留意事項
・津波高の単位は標高T.P.ｍで、小数点以下２位を切り上げ
た数値で表示しています。

・津波高は、複数ケースのシミュレーション結果を重ね合わ
せ、最も高い津波高（最高津波水位）の最大値と最小値を
表示しています。

・着色部分は、最高津波高となる津波断層モデルを表示して
います。

・海岸線上における断層ごとの津波高については、「解説書
参考資料２海岸線の津波水位および影響開始時間」を参照
下さい。



市町村毎の「海岸線における最大津波高」
単位：T.P.m

稚内市 猿払村 浜頓別町 枝幸町 雄武町 興部町 紋別市 湧別町 佐呂間町 北見市 網走市 小清水町 斜里町

最大津波高 7.6 5.9 7.2 9.2 10.0 9.3 7.9 5.0 1.3 4.1 5.4 3.8 5.7



市町村毎の津波到達時間
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留意事項
・津波到達時間の単位は分で、小数点以下１位を
切り捨てた数値で表示しています。

・津波到達時間は、複数ケースのシミュレーション
結果を重ね合わせ、最も早い時間の値を表示して
います。

・着色部分は、最も早い津波到達時間となる津波断
層モデルを表示しています。

・海岸線上における断層ごとの津波到達時間につい
ては、「解説書 参考資料２海岸線の津波水位お
よび影響開始時間」を参照下さい。

・代表地点における断層ごとの津波の時系列変動に
ついては、「解説書 参考資料３市町村別代表地
点の津波水位変動」を参照下さい。



市町村毎の最大浸水想定面積

留意事項
・浸水想定面積は、河川等部分を除いた陸上の浸水深1cm以上の範囲で、１の位を四捨五入した値としています。
・浸水想定面積は、複数ケースのシミュレーション結果を重ね合わせ、最大となる浸水域を算定しました。
・浸水想定面積の合計値は、四捨五入の関係で各市町村の面積の合計値とは合いません。
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合計 4,942

オホーツク
総合※　稚内市は宗谷岬以東の集計

141

697

363

590

猿払村

浜頓別町

枝幸町

振興局 市町村名
㏊

浸水面積
振興局

宗谷総合

稚内市

市町村名
浸水面積

㏊

雄武町 540

興部町 399

紋別市 594

湧別町 513

佐呂間町 0.5

北見市 127

網走市 549

小清水町 47

斜里町 381


